

























































On Teaching Book Report Writing for  
Developing Independent Readers
天野未来（越谷市立大間野小学校），鈴木貴史（帝京科学大学）
Miku AMANO（Ohmano Elementary School），Takashi SUZUKI（Teikyo University of Science）
要約：　これまで読書感想文は，読書嫌いを招く一要因として多くの批判にさらされてきた．本
報告は，こうした読書感想文の現状を鑑み，小学校の読書教育において，読書を自分から楽しむ
ことのできる「自立した読者」を育成するための読書感想文のあり方について検討することを目
的としている．その方法として，小学校において読書感想文に関するアンケート調査を行い，読
書の実態，および読書感想文に対する児童の意識について探った．その結果，読書は好きである
が読書感想文が苦手であるという結果が得られた．このことから，小学校教育において「自立し
た読者」を育成するための読書感想文指導では，選書指導および書き方指導の充実が重要である
ことを指摘した．さらに，実際の読書感想文指導において活用できるワークシートを作成し，具
体的な書き方指導法について提案した．
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Ⅱ．読書感想文に対する児童の意識
１．研究方法
本報告では，読書感想文を必須とする小学校に
おける児童の読書感想文に対する意識や本の選び
方，読書感想文の書き方等に関するアンケートを
作成し，３年生から６年生を対象に調査を行なっ
た．
アンケート調査は，2018（平成30）年10月に
東京都内のA小学校で行い，調査対象は児童数
434名，回答数426名，対象学年３～６年である．
アンケートは以下の内容（図１）で実施した．
２．調査結果
質問１（図２）の読書が好きかという質問で
は，「はい」が322人で76％，「いいえ」が104人
で24％だった．
質問２（図３）のお気に入りの本があるかとい
う質問では，「はい」が320人で75％，「いいえ」
が106人で25％だった．
質問５（図４）の読書感想文を書くのは好きか
という質問では，「はい」が110人で26％，「いい
え」が316人で74％となった．
なお，質問５において，読書感想文が好きでな
い理由を自由回答としたところ（図５），最も多
かったものは，「分量が多く時間が長くかかるか
ら大変，面倒」（102人，34％）であり，次に多
かったものは，「文章を書くのが苦手」（86人，
28％）であった．そして，「書き方が分からない」
（59人，19％），「感想を文にするのが苦手」（28
人，９％），「読書が嫌い」（12人，４％），「字が
図１　アンケート用紙
図３　「質問２　お気に入りの本があるか」
図２　「質問１　読書は好きか」
図４　「質問５　読書感想文を書くのは好きか」
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「自立した読者」を育む読書感想文指導
汚いから」「本が選べない」（３人，１％）であっ
た．その他には，「賞が取れないから」，「直すと
きに全て消さなければいけないから」，「良いこと
を書こうとして本当の感想が書けなくなってしま
う」，「文章を読み取るのが難しい」，「読んでいく
と内容を忘れる」，といった回答があった．
以上，質問１と質問５の結果から，多くの児童
は読書が好きであり，お気に入りの本もあること
が確認できる．しかしその一方で，読書感想文は
好きでないという児童が多くいることも確認する
ことができる．読書感想文を好まない理由を見て
も，「書く分量が多い」，「文章を書くのが苦手」
といった「書くこと」に対して苦手意識を持って
いる児童が多いことも特徴的である．また，「書
き方が分からない」や，「作文は書けるけど読書
の感想を文にすることが苦手」といった読書感想
文の書き方に対して不安がある児童がいることが
確認できた．
以上みてきたように，児童の読書感想文に関す
る調査結果から二つの課題を指摘することができ
る．それは，①読書そのものは好きであるが，読
書感想文を書くことに抵抗感を抱いている児童が
多いこと，さらにその理由として②読書感想文の
書き方に不安を抱いていること，の２点である．
次節以降において，これらの課題への対応策につ
いて検討していきたい．
Ⅲ．読書感想文における書き方指導の現状
前節の調査結果で得られた読書感想文の課題に
ついて，読書感想文が，通常の授業の中で扱われ
ることが稀であり，夏休みの宿題等で課されるこ
とが多いため，書き方についての指導が不十分で
あることによって生じていると考えられる．
たとえば，平成29年に改訂された「小学校学
習指導要領」の「総則」では，「言語能力の育成
を図るため，各学校において必要な言語環境を整
えるとともに，国語科を要としつつ各教科等の特
質に応じて，児童の言語活動を充実すること．あ
わせて，読書活動の充実を図ること」のように，
読書活動の推進については記述があるものの，本
文，解説全編を通して「読書感想文」の語句を見
出すことができない．このことから読書感想文
は，小学校における正規の教育課程で取り扱われ
にくい状況がある．では，実際の小学校教育で
は，どのような読書感想文の書き方指導が行われ
ているのか，現状を概観しておきたい．
読書感想文の指導に関する書籍では，上條
（2017a，b，c），大竹（2018），青木（2007），工
藤（2008a，b，c）などの児童向けの自主学習の
補助となるもの（以下，「マニュアル本」と称す
る）に比べて保護者や教師などの指導者を対象と
した書籍が圧倒的に少ないという現状がある．こ
のことからも学校教育における読書感想文の指導
が，児童の自主性または家庭教育に委ねられてい
ることを確認することができる．
先行研究において，児童に読書感想文を夢中で
書かせるようにするためには，「山田式読書感想
文」の指導方法を取り入れる方法が紹介されてい
る（川上，2018）．これは，「一つの作品の感想を
学級全体で書くこと」がポイントであり，それぞ
れの「似た体験」を交流し，「見える化」するこ
とにより，児童が感想をもてるよう指導する方法
である．具体的には，「１一番心に残った事柄，
初めて知ったこと」，「２，１と合致する自分の体
験や考え」，「３，１と２を比べての，今の自分の
考え」，「４，本から得たこと，これから考えてい
きたいこと」の４点を書く方法である．低学年で
はそのままの言葉では伝わりにくいため，「１，
わたし（ぼく）が，一番おもしろかったところ
は，○○が□□したところです．そのわけは…」，
「２，わたし（ぼく）にも，にたことがありまし
た．それは，…」といったプロットを示す．その
ほかの方法として，感想文を書き上げた後に回収
し，ランダムに読み上げて，誰が書いたものかを
当てるクイズ大会を行う．「作品と似た体験」が
書いてあるため，それがヒントとなる．また，
「クイズを作る」ということが，感想文を書く動
機付けとなる．
また，前述の前学習院初等科の長﨑（2018）で
図５　「読書感想文が好きでない理由」
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は，「苦手意識を解消し，誰もが意欲をもって読
書感想文を書くことができる」ように，児童の意
欲を引き出すためには，「読書感想文の書き方の
コツ」「読書感想文を書く方法」などを提示し，
どのように書けばよいのかという書き方を指導す
るだけでは不十分であると述べている．
長﨑は，具体的には「児童の意欲の引き出し，
学習内容を定着させるためには，こうした読書感
想文の書き方を自ら模索させることが重要であ
る」と主張する．そのためには，「どのように書
きたいのか」，「どのように書けばよいのか」と
いった問いを立て，自ら読書感想文の書き方を発
見していく過程こそが大切であることから，「読
書感想文の手引きを作ろう」という実践を提唱し
ている．
この実践では，児童の行う具体的な活動とし
て，まず優秀な読書感想文を読むことから始め，
そこから発見したことを友達と共有し，話し合い
「読書感想文の書き方手引き」を作成する．その
上で，自分たちで作った手引きをもとに，読書感
想文を書く．長﨑は，「このような段階を踏みな
がら，児童自ら読書感想文の書き方を学び，夢中
になって読書感想文を書くことができるようにと
いうコンセプトで学習を進めていく」と述べてい
る．
長﨑の指導の結果としては，手引きを作るとい
う目的意識が明確であるため，誰もが熱心にすで
にある読書感想文を読む姿が見られ，たくさんの
発見をし，気づいたことをまとめていたり，それ
らを持ち寄って，個々の発見を共有したりするこ
とができた．また，そうしてできた「読書感想文
の書き方手引き」を使って，読書感想文を書いて
みたいという意欲が高まったところで，共通の教
材文で読書感想文を書いた．話し合いにあった内
容を意識しながら読書をし，夢中になって感想文
を書き進める姿が見られたという．
手引きの効果としては，与えられた既成の読書
感想文の書き方を使うのではなく，自分たちで
使った「書き方手引き」を使って書くことで，
「読書感想文を書くことが得意になった」「読書感
想文を書くことが好きになった」という声が児童
から多く寄せられた．
こうした読書感想文の書き方指導に関する優れ
た先行研究は，参考にすべき点は多い．しかしな
がら，選書に関する指導を欠いているという点で
「自立した読者」の育成という観点から考えれば
不十分である．
Ⅳ．読書感想文指導の改善策
１．選書指導
第Ⅱ節におけるアンケート調査の結果から，読
書自体は好きであり，お気に入りの本がある児童
が多いことを確認した．そのため，読書感想文を
課す前には，日常の学校生活の中で読書をする時
間を設け，読書カードを用いて読書の習慣をつけ
るとともに，読書の習慣がない児童もお気に入り
の本を見つけられるようにすることが重要であ
る．指導の時間は朝読書や朝学習の時間，国語
科，学活の時間を主として用いることと考える．
学校の指導の中で，読書感想文の書き方指導が
不十分である学校が多い中で，数多く児童向けの
読書感想文の書き方についての本が出版されてお
り，それらを参考に書いている児童も多いと考え
られる．そこで，まずはこれらのマニュアル本を
参照して，読書感想文の事前指導に活用できる
ワークシート作成を試みた．
工藤（2008a，b，c）では，低学年用，中学年
用，高学年用と分かれており，本を読むときのコ
ツから原稿用紙に向かう前にすべきこと，原稿用
紙への書き方，読書感想文をよりよくするための
方法，読書感想文の例，短編課題，本の選び方の
コツ，というように，全７章で構成されている．
また，本の選び方や書き方の説明の文章の他
に，あらすじをまとめたり，思ったことや考えた
ことを質問形式で埋めたりする “ワーク「おたす
けシート」” があり，児童が一人で読書感想文に
取り組みやすいようになっている．しかし，説明
の文章が長く，読むこと，書くことが苦手である
児童にとっては，読書感想文を書くためにもう一
冊本を読まなければならない，という気持ちに
なってしまう可能性がある．
そこで，あらすじのまとめかたや，質問形式で
埋めていくワークシートはこれを参考にし，書き
方に関する文章を短くすることで，児童がより取
り組みやすくなると考える．
児童は読書記録として，ワークシート（図６）
を作成し，児童がワークシートを埋めることで，
その内容をつなげるだけで感想が作文として形に
なるようにする．
読書感想文を課す前の読書指導において，この
ワークシートを活用し，自分が読書感想文として
書きたい本を適切に選択できるようにするのであ
27
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る．こうして，読書感想文の事前指導としての選
書については，児童が今までに読んだ本の中から
お気に入りの本を選ぶように進めていくことで，
読書から感想を文章にまとめることへと円滑な移
行ができると考える．
さらに，実際に作文用紙やワークシートに書き
出す前に，隣の座席同士や班の中で感想文を書く
対象であるそれぞれのお気に入りの本について話
す時間を設け，児童がどのようなところがお気に
入りなのか，面白いのかを頭の中で整理できるよ
うにする．
その際に，友達が読みたくなるように紹介して
みよう，などと話す内容を設定することで，対話
が円滑に進み，豊かな感情表現が育まれると考え
る．
２．書き方指導
マニュアル本の多くは，「第〇章」や「レッス
ン〇」というように，本を選び，選んだ理由を書
き出し，あらすじをまとめ，思ったこと考えたこ
とを書き出し，最後に原稿用紙に書く，というよ
うに，少しずつ段階を踏んで進めていくように
なっている．
上條（2017a，b，c）では，読書感想文の文例
を挙げておもに表記と構成について，どのように
原稿用紙に書いていくかが示されている．しか
し，児童が選択した本とは異なる本で書かれた読
書感想文が例示されていることから，自分が読ん
だ本に置き換えて読書感想文を書いていくことが
難しい児童もいると考えられる．
そこで，本報告で提案する書き方指導における
ワークシートは，原稿用紙に書く全ての内容を一
枚のワークシートにまとめて書き出すのではな
く，何枚かに分けて，段階を踏んで進めていくの
がよいと考える（図７，図８）．４枚のワーク
シートは，概ね①が「はじめ」，②と③が「なか」，
④が「おわり」にそれぞれ対応している．上条
（2017a，b，c）における構成法の説明は，「はじ
め（緑）」，「なか（赤）」，「おわり（青）」，と色分
けされている．これは構成を理解する上で，小学
生にもわかりやすいため，本報告で提案するワー
クシートに書き出したうえで原稿用紙に書く前に
色分けを児童に意識させる方法は効果的であると
考えられる．
このように，４枚のワークシートを活用し，途
中で到達点を作ることで，苦手な児童はここまで
できたという達成感が得やすく，書くことに対す
る自信につながり，苦手意識の克服ができる．ま
た，得意な児童にとっても，一枚終わったら次の
ワークシートに進めることで，充実感が得られ，
さらなる自信へと繋がっていくと考える．
こうして段階を踏んで作成したワークシートを
活用して，読書感想文としてまとめていくのであ
る．原稿用紙にまとめてワークシートに書いた内
容を作文としてまとめる際に学年に合わせたマス
の大きさで作文用紙を作成し，使用する．
補足として，原稿用紙に書く前に，接続詞を入
れておくと円滑に進むのではないかと考えられ
る．つまり，各段階（色ごと）のワークシートの
ほか，接続詞を含めて短い文章にしてワークシー
トにまとめていくことを段階的に指導できれば，
原稿用紙に感想文をまとめることも容易になり，
少なからず児童が読書感想文を書くことの困難さ
を乗り越えることができるものと考えられる．
Ⅴ．考察及びまとめ
以上，本報告では，現在，多くの小学校が夏休
みの宿題として出している読書感想文の書き方指
図６　ワークシート①
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導が十分になされておらず，読書嫌いを招いてい
ると批判されている状況に対して，「自立した読
者」を育む読書感想文の指導法を考察した．
読書感想文の場合，「書くこと」は「感想」な
のだが，児童に対して，「何を書いてもいいよ」と
言うような無制限な自由を与えることは，なにも
支援していないのと同じである．読書感想文を書
くことに苦手意識のある児童にとっては，非常に
苦痛な活動となり，苦手な「感想」を，原稿用紙
を埋めるために，物語のあらすじを永遠と書くこ
とになりかねない．そこに加えて，書くことに対
してさらに苦手意識が深まってしまう危険がある．
第Ⅱ節の児童へのアンケートの結果から，現在
の小学生は，読書が好きであり，お気に入りの本
があるという児童が多数であるということ，さら
に，読書感想文は本の選び方や書き方，書く内容
がわからないから苦手である，ということを確認
することができた．
そこで，読書タイムや図書の時間を活用し，今
までに児童が読んだことのある本の中から，お気
に入りのものを選んで，読書感想文を書くように
していくべきであると考え，先行研究や出版され
ている読書感想文の書き方のマニュアル本をもと
に，段階を踏んで読書感想文の指導法を考案し
た．その流れは以下の通りである．
（1）事前ワークシートを活用し，児童が読んだ本
の感想をワークシートにまとめていく．
（2）上記（1）の中から児童がお気に入りの本を
選択し，読書感想文の題材とする．
（3）上記（2）で選択した本に基づき，ワーク
シート①～④を作成する．
（4）ワークシートに基づき，原稿用紙に読書感想
文をまとめる．
このほか，先行研究にみられたように，（2）で
題材が決まったら，（3）ワークシート作成の前
に，読書感想文の完成形を児童に読ませ，読書感
想文がどのようなものなのか，何を書けばよいの
かをイメージできるようにすることも考えられ
る．そしてグループで話し合った後，学級全体で
意見を持ち寄り，読書感想文の手引きを作成す
図７　ワークシート② 図８　ワークシート③
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「自立した読者」を育む読書感想文指導
る．そこで完成した手引きをもとに，ワークシー
トを作成して，「はじめ」「なか」「おわり」に分
けて質問形式で書き込めるようにし，最終的に原
稿用紙にまとめられるようにしていく．ワーク
シートや原稿用紙は学年に合わせて作成し，使用
するのである．
以上，本報告では小学校における読書感想文指
導に対して，児童が楽しいと思える本，お気に入
りと思える本との出会い，すなわち選書指導と，
丁寧な書き方指導を重要視することを提案した．
こうした，選書と感想文の指導が円滑に接続す
ることにより，読書感想文を通して「自立した読
者」の育成の可能性が広がるものと考える．
本報告の課題として，二点挙げられる．一点目
は，読書感想文の書き方指導について考案したこ
との効果については，今後検証の必要があるとい
う点である．二点目は，自分自身が担任教員とし
て読書感想文指導を行う際に，教育課程の中で教
科，学活などどの時間を活用するのか，さらに相
応の時間が確保できるかどうか指導計画を定めて
いく必要がある点である．この二点に関しては，
今後の課題としたい．
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付記
本報告は，帝京科学大学教育人間科学部児童教
育学科における平成30年度卒業論文（天野未来
「小学生が意欲的に取り組む読書感想文の指導
法」）に加筆，修正をおこなったものである．
注
１）山元（2015，pp27-29）は，読書教育の目標
とは，「自分の力で読むことを楽しむことの
できる読者（読み手）を育成すること」（傍
点引用者），すなわち「自立した読者の育成」
であると述べている．本報告における「自立
した読者」はこれに依拠している．
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